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これはすべての無駄を排除し、企業のシンプル化において効率化を得ることで、利益の捻出

を求めることである。 

 

これらとともに AI における可能性自動化と IT システムへの転換を得ることで、新しい企

業経営への転換と適正利益の構築を可能とできるのである。 

 

これら企業経営における先端理論の導入は、MBAにおける企業経営のシステムかとともに、

次世代という新しい企業基準における経営への転換を提案できるものである。 

 

これらが企業製品とサービスを有することは開発デザインにおける独自性を自己のソフト

資産の拡大と進歩においてより優れた製品とサービスにおいて新たに市場への参入を得る

ことで、新しい利益性の構築における企業の高い資本力と開発行動における企業転換を提

案できるのである。 

 

これらは可能性という今日の変化に対して企業がその万全性を得ることは、その時代要求

性をクリアすることを要求されると考える。 

 

これらは既存生産性や効率性という企業基準を完全に放棄し新しい企業基準における企業

の刷新を今日可能とできるためである。 

 

これらは視点の転換を求め、新しい基準におけるすべての企業の現実の見直しを行うこと

ができるのである。 

 

より優れた生産性と効率性、コスト効率性における企業経営は高い利益の捻出を与える。こ

れらは新しい企業の資本環境は、未来の実現を新たに実現できることを意味するのである。 

 

これらは新しいステージへの企業の参加がその資本力において新しい未来の実現を有する

ことなのである。 

 

これらは技術と開発という新しい現実ともに企業の未来を模索するものである 


